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二
月
二
十
二
日
の
「
竹
島
の
日
」
に
対
す
る
政
府
の
関
与
、
協
力
に
関
す
る
第
三
回
質
問
主
意
書

「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
七
一
第
一
一
五
号
）
を
踏
ま
え
、
再
度
質
問
す
る
。

一

過
去
に
島
根
県
に
よ
る
「
竹
島
の
日
」
を
記
念
す
る
式
典
（
以
下
、
「
式
典
」
と
い
う
。
）
が
行
わ
れ
、
本
年
も
二
月
二

十
二
日
日
曜
日
、
第
四
回
目
と
な
る
「
式
典
」
が
島
根
県
松
江
市
で
行
わ
れ
た
。
前
回
質
問
主
意
書
で
、
政
府
と
し
て
本
年

の
「
式
典
」
に
も
国
会
会
期
中
を
理
由
に
欠
席
す
る
考
え
で
い
る
の
か
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
御
指

摘
の
者
へ
の
案
内
に
対
し
て
は
、
欠
席
す
る
旨
回
答
し
て
い
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
本
年
の
「
式
典
」
を

政
府
と
し
て
欠
席
し
た
理
由
は
何
か
。

二

本
年
の
「
式
典
」
に
、
政
府
と
し
て
外
務
大
臣
等
、
然
る
べ
き
大
臣
ま
た
は
政
府
職
員
に
よ
る
祝
電
等
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

送
付
し
た
か
。

三

竹
島
問
題
に
つ
い
て
は
、
昨
年
二
月
、
外
務
省
が
「
竹
島
問
題
を
理
解
す
る
た
め
の
十
の
ポ
イ
ン
ト
」
を
作
成
し
、
ま

た
、
同
年
七
月
に
は
、
中
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説
書
に
初
め
て
竹
島
に
つ
い
て
の
記
述
が
な
さ
れ
る
等
、
政
府
の
取
組
も

よ
う
や
く
本
格
化
し
、
国
内
世
論
も
、
昨
今
か
つ
て
な
い
盛
り
上
が
り
を
見
せ
つ
つ
あ
る
と
思
料
す
る
が
、
右
に
つ
い
て
の

政
府
の
見
解
如
何
。

一



四

本
年
の
「
式
典
」
に
大
臣
ま
た
は
政
府
職
員
が
欠
席
し
た
こ
と
は
、
ま
た
、
二
で
、
政
府
よ
り
祝
電
等
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

送
っ
て
い
な
い
の
な
ら
、
三
の
流
れ
に
水
を
差
し
、
竹
島
問
題
解
決
に
向
け
た
国
内
世
論
を
大
い
に
冷
や
し
て
し
ま
う
も
の

と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。

五

こ
れ
ま
で
の
答
弁
書
で
、
島
根
県
側
よ
り
過
去
に
外
務
大
臣
、
農
林
水
産
大
臣
、
水
産
庁
長
官
及
び
外
務
省
ア
ジ
ア
大
洋

州
局
長
に
対
し
て
「
式
典
」
の
案
内
が
な
さ
れ
て
き
た
が
、
国
会
会
期
中
で
あ
っ
た
こ
と
を
理
由
に
、
右
の
大
臣
、
政
府
職

員
（
以
下
、
「
大
臣
、
政
府
職
員
」
と
い
う
。
）
は
欠
席
す
る
旨
の
回
答
を
し
て
き
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
平
成
十
八
年
か
ら
二
十
年
ま
で
の
「
式
典
」
に
、
「
大
臣
、
政
府
職
員
」
が
欠
席
し
た
こ
と

は
、
皆
全
て
国
会
会
期
中
で
あ
る
こ
と
が
理
由
か
、
ま
た
は
欠
席
の
理
由
は
そ
れ
ぞ
れ
の
人
物
、
年
度
ご
と
に
異
な
る
か
、

「
式
典
」
を
欠
席
す
る
理
由
が
国
会
会
期
中
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
具
体
的
に
ど
の
様
な
意
味
か
、
国
会
会
期
中
で
あ
る
こ

と
で
な
ぜ
「
式
典
」
欠
席
の
理
由
と
な
り
得
る
の
か
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
先
の
答
弁
書
（
平
成
二

十
一
年
二
月
十
日
内
閣
衆
質
一
七
一
第
八
〇
号
）
三
か
ら
五
ま
で
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
で
あ
り
、
こ
れ
以
上
の

詳
細
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
竹
島
の
領
有
権
に
関
す
る
我
が
国
の
立
場
を
主
張
し
、
問
題
の
平
和
的
解
決
を
図

る
上
で
、
今
後
の
事
務
の
適
正
な
遂
行
に
支
障
を
来
す
お
そ
れ
等
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
差
し
控
え
た
い
。
」
と
の
答
弁
が
な

二



さ
れ
て
い
る
。
国
会
会
期
中
で
あ
る
こ
と
以
外
の
、
「
大
臣
、
政
府
職
員
」
が
「
式
典
」
を
欠
席
し
た
理
由
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
が
、
例
え
ば
そ
れ
が
日
韓
の
外
交
交
渉
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
竹
島
問
題
の
平
和

的
解
決
を
図
る
上
で
支
障
と
な
り
得
る
と
政
府
が
考
え
て
い
る
の
な
ら
、
そ
れ
に
つ
い
て
問
う
こ
と
は
当
方
と
し
て
も
避
け

る
。
し
か
し
、
国
民
に
選
ば
れ
、
国
民
の
負
託
を
受
け
た
国
会
議
員
で
構
成
さ
れ
る
国
会
が
会
期
中
で
あ
る
こ
と
は
、
外
交

交
渉
に
一
切
関
わ
る
も
の
で
は
な
く
、
な
ぜ
そ
れ
が
「
大
臣
、
政
府
職
員
」
が
こ
れ
ま
で
「
式
典
」
を
欠
席
し
て
き
た
理
由

と
な
る
の
か
、
政
府
と
し
て
国
民
に
対
し
、
き
ち
ん
と
し
た
説
明
を
す
る
義
務
が
あ
る
と
考
え
る
。
「
式
典
」
を
欠
席
す
る

理
由
が
国
会
会
期
中
で
あ
る
と
は
、
具
体
的
に
ど
の
様
な
意
味
を
指
し
て
い
る
の
か
、
国
会
会
期
中
で
あ
る
こ
と
が
な
ぜ

「
式
典
」
欠
席
の
理
由
と
な
る
の
か
、
再
度
質
問
す
る
。

六

前
回
質
問
主
意
書
で
、
「
式
典
」
に
対
し
て
、
政
府
と
し
て
こ
れ
ま
で
「
大
臣
、
政
府
職
員
」
の
名
前
で
祝
電
等
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
っ
て
い
る
か
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
、
「
政
府
部
内
で
確
認
し
た
範
囲
で
は
、
御
指
摘
の

者
が
お
尋
ね
の
よ
う
な
祝
電
等
を
島
根
県
に
対
し
て
送
っ
た
と
の
記
録
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て

い
る
。
で
は
、
「
大
臣
、
政
府
職
員
」
に
限
ら
ず
、
政
府
と
し
て
こ
れ
ま
で
「
式
典
」
に
際
し
、
「
式
典
」
の
主
催
者
あ
て

に
祝
電
等
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
こ
と
は
あ
る
か
。
確
認
を
求
め
る
。

三



右
質
問
す
る
。

四


